
平成１９年１月１８日

日本原子力発電株式会社

敦賀発電所２号機蒸気タービン取替計画に係る

事前了解について

　当社は、敦賀発電所２号機蒸気タービン取替計画について、平成１８年６月１６日に

福井県および敦賀市ご当局へ「原子力発電所周辺環境の安全確保等に関する協定書」に

基づく「事前了解願い」を提出しておりましたが、本日、福井県及び敦賀市ご当局より

了解をいただきました。

　今後は、関係ご当局をはじめ、地元の皆様のご理解、ご協力を得ながら、労働安全衛

生活動に的確に取り組むとともに、実機での振動特性確認など品質保証活動に万全を期

して本計画を進めて参ります。

　添 付 資 料     ：蒸気タービン取替計画の概要

　添付図－１：蒸気タービン発電機概要図

　添付図－２：蒸気タービン取替計画概要図
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添付資料

蒸気タービン取替計画の概要

１．取替理由

海外で発生した低圧タービン円板の翼取付部における応力腐食割れ（以下、「ＳＣＣ」

という。）事象に鑑み、予防保全対策として、低圧タービンについては材料を変更し、

全一体型ロータ構造の採用等、信頼性の向上を図った最新型の蒸気タービン（以下、「タ

ービン」という。）に取替えます。

また、高圧タービンについても、タービン点検時の保守性向上等を図った最新型のタ

ービンに取替えます。

２．取替内容

（１）低圧タービン

　低圧タービンロータは、翼を取り付けている円板部の材料としてＳＣＣに対する

感受性が低い材料を使用した全一体型ロータを採用します。

　また、最新設計を用いた３次元流体設計翼※及び長翼化した最終翼等を採用します。

（２）高圧タービン

　高圧タービンロータは、タービン点検時の保守性向上（低圧タービンと高圧ター

ビンとの脱着が容易なカップリング形状に変更する）の観点から取替えを行いま

す。

　また、最新設計の３次元流体設計翼※等を採用します。

今回の取替えに伴い、タービン性能の効率が向上することにより、従来から実施して

いる原子炉定格熱出力一定運転において、電気出力が年平均で約３～４％上昇します。

※ ：翼を通過する蒸気の流れによる損失を抑えるとともに、振動応力を低減させるよう設計した翼

　 ３．工事計画

蒸気タービン取替工事は、第１６回定期検査（平成１９年度実施予定）に実施する計

画です。
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添付図－１

蒸気タービン発電機概要図
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添付図－２

④ 低圧タービン最終翼の長翼化

４４インチ翼　５４インチ翼

・ 最終翼を５４インチ翼にすることにより、蒸気の通過流速を

下げ、翼振動応力を低減させる。

・ 翼溝に発生する応力を低減させるため、翼溝及び翼根を

大型化する。

②【３次元流体設計翼の採用】

蒸気入口

≪低圧タービン断面図（３基）≫

≪高圧タービン断面図≫

④【最終翼の長翼化】

③【カップリング形状の変更】

①【全一体型ロータの採用】
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⑤【耐浸食性の向上】
炭素鋼→低合金鋼への採用
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高圧タービン外部車室

蒸気タービン取替計画概要図

① 全一体型ロータの採用

取替前ロータ
（部分一体型）

取替後ロータ
（全一体型）

円板を加熱後、軸に挿入
し冷却する。（焼嵌め）

ＳＣＣ感受性の低い材
料の円板を軸と一体成
型したロータとする。

円板

軸

ロータ取替

③ カップリング形状の変更

カップリング

形状変更

取替前カップリング 取替後カップリング

油圧で脱着可能なボルトを採用し保守性を
向上させる。

取替前 取替後

ボルト穴径 ６０ｍｍ ７３ｍｍ

ボルト本数 ２４本 ２０本

翼を通過する蒸気の流れによる損失を抑えるとともに、

振動応力を低減させる翼形状とする。

② ３次元流体設計翼の採用

　　取替後取替前（平行翼）

翼

翼根

円板

  ４４インチ（約１１２㎝）→５４インチ（約１３７㎝）

［参考］　低圧ロータ全長：約９５５㎝

　　　　　 低圧ロータ主軸軸受部直径：約６６㎝


